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　クラシック音楽の世界ではカラヤン亡き後いわゆる絶対的な大物がいなくなった．かつてはフルトヴェ

ングラーやメンゲルベルク等々泣く子も黙る指揮者がいたが，今はせいぜいアバドやラトル，ハイティン

クなどで泣く子は多分黙らない（特にハイティンクなどは泣くどころかすぐに寝てしまう）．かと言って

現代の指揮者たちは技術的に劣っているわけではない．おそらくフルトヴェングラーの時代と比較すると

作りだされる音楽の水準は技術の面で大分進歩したかもしれない．何しろ 1回限りの演奏芸術の時代から，

レコード，CD，DVD，Blue Ray の時代になり，再生芸術としての評価にも耐えなければならない．インター

ネットで曲を購入，直接自分のコンピュータにダウンロードし，例えば第一楽章開始何分何十秒のティン

パニーのタイミングまで素人が検証できる時代である．演奏会での魂がこもったと言えるほどの熱い演奏

も，繰り返し聴くと指揮者自身も赤面するかもしれない．情報が拡散共有されると，昔のようないわゆる

大家のカリスマ性の維持は難しくなる．また時代の変遷もある．フルトヴェングラーがナチ協力を疑われ

て演奏できなかった時代，共産政権を嫌っての亡命先から故国の土を踏んで行ったクーベリックの「プラ

ハの春」コンサート，東西ドイツ統一直後に自らの命を絶った東ドイツのケーゲルなどなど．歴史に翻弄

されるということもなくなり聴く側の思い入れの材料も乏しい．現在の指揮者は，思い入れや感情，恣意

性を排して楽譜をできるだけ精緻に再現し，その精緻さの中に作曲者がいわんとすることを表現する傾向

にある．そこに人間味は要求されないし表現した作品がすべてでありそれ以上の付加はない．カラヤンが

たった 1人マスターと呼んで尊敬したセルがそうであったし，ヴァントや今活躍しているブーレーズなど

の多くの指揮者がその系譜にある．ヴァーチュオーソよりマスターが求められる時代なのだと思う．乱暴

ながら政治状況に敷衍すればどうか．かつての大物政治家は影を潜め，かといってこの困難な時代を乗り

切るため“再生”に耐えるほど政治技術にすぐれたマスターがいるのかどうか．さてさて，脳神経外科で

はどうか…．

＊＊＊＊＊＊＊＊

　本号では端先生が「扉」で認知症の予防に脳神経外科医が貢献できる旨書いておられ，大変興味深く拝

読させていただいた．直接関連はないものの，先日UCSF を訪れた際，ある教授が，頭部外傷も急性期の

外科治療のみが脳神経外科医の仕事ではなく，長期にわたる高次機能障害も含めた disease として治療す

べきで，新しい治療 paradigm が必要であると熱っぽく話していたのをふと思い出した．その他大変 update

な総説や手術手技，読み応えのある研究や症例報告が掲載されており，著者の先生方に御礼申し上げます．
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